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も 無事 に 条 物 を ISS に 届け 、ISS の 運用 と 利用 も 順調 に 進 
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金星 の ぶ 厚 い 大 気 の 運動 を 解明 し 、 地 球 の 気候 と 比較 する こと を 目指 す 「 あ か つき 」。 
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油井 飛行 士 
8 月 7 日 夜 、 国分 寺 市 南町 に ある 
東京 経済 大 1 0 0 周年 記念 館 に 
て 、 国際 宇宙 ステ ーション (IS 
S) に 滞在 中 の 油井 宇宙 飛行 士 
が 、 地上 の 小 中 学 生 の 質問 に リア 
ル タ イ ム で 答え る 交信 イベ ント 
[宇宙 (ソラ ) と つなが る 日 | が 行 
われ まし た 。 イベ ント に は 、 国 分 
寺 市 、 武蔵 野 、 三鷹 、 小金 井 、 国立 
の 計 5 市 の 小 中 学 生 約 1000 人 が 
参加 し 、 子 ども た ちか ら は 多く の 
質問 が 飛び 交 い まし た 。 宇宙 と の 
直接 交信 は 約 20 分 間 と の 短い 時 
間 で し た が 、 油井 きん が 、「 と て 
も 良い 質問 で すね 」 と 感心 する 場 
面 も あり 、 最 後に は 宙 返り の パフ 
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交信 イベ ント 盛大 に 終了 
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も た ち に と っ て も 非常 に 興味 深 
い イ ベン ト と な り ま し た 。 
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研究 開 半 の 現場 か 5 
低 人 放 能 推進 薬 スラ スタ 「PulCheF] 


まる で へ っ ぴり 忠 ? 


ご pia っ 1 
CO ウ ” 
ーー 々 
プロ ジェ クト マス コッ ト 


「PulCheR] の マス コッ トキ ャ ラク ター 
は 、 へ っ ぴり 虫 と も 呼ば れる ミイ デラ ゴミ 
ムシ 。 天敵 を 威 中 す る た め に ガス を お 尻 
か ら パ ルス 噴射 する 。 その し くみ は 驚く ほ 
ど プ リキ ュ ア そっ くり だ 。 


低 毒性 で 低圧 貯蔵 が 可能 な 
推 薬 を 使っ た 高 性 能 エ ンジ ン シ ス テム 

人 工 衛星 に は 姿勢 制御 や 軌道 修正 の た め の 推 
進 シ ステ ム が 必要 で す 。 これ に 使わ れる 推進 薬 と 
し て 現在 一 般 的 な の は 、 ヒ ドラ ジン と いう 物質 で 
す 。 し か し ヒド ラジ ン は は 強い 毒性 を 持つ と いう 難 
点 が あり ます 。 また 高圧 の 燃焼 室 に 推進 薬 を 供給 
する た め に 、20 気 圧 近い 高い 圧力 で 貯蔵 し な け 
れ ば な り ま せん 。 そ の た め 、 衛星 の 推進 薬 充填 の 
作業 に は 防毒 の た め の 特 殊 ス ー ツ が 必要 で すし 、 
圧力 が 高い た め に 漏洩 し や すく 、 安 全 確保 に 注意 
が 必要 で す 。 ま た 、 高 い 圧力 に 耐え る 頑丈 で 重い 
タン ク や 配管 な どの た め 、 衛星 が 重く な っ て し ま 
うこ と も ……。 これ ら の 問題 点 か ら 、 推進 薬 の 毒 
性 が 低く か つ 低 い 圧 力 で 貯蔵 で きる 新しい 推進 
シス テム が 望ま れ て いま し た 。 「 ポ イン ト は パル 
ス 推 進 と いう コン セプト で す 。 低圧 で 供給 され た 
推進 薬 を 燃焼 室 で パル ス 的 に 燃焼 させ て 高圧 に 
し 、 推 進 力 を 得る の で す 」 ( 畑 井 研究 員 ) 


畑 井 啓吾 
HATAI Keigo 
研究 開発 部 門 

第 二 研 究 ユニ ッ ト 
研究 員 


KS WE 


これ まで 推進 エン ジン に つい て の 研究 に 従事 し 、 開 
発 の 全般 に 関わ っ て いる と いう 畑 井 啓吾 研究 上 員 。 
「PulCheRH が 、 も っ と 手軽 に 使え る 衛星 技術 の 実 
現に つなが れ ば 嬉し いで すね ] 


ミイ デラ コミ ムシ 


が 高温 ガス を 噴射 する と ころ 


推進 薬 は 電子 制御 し た バル ブ に よっ て 、 毎秒 
10 一 30 回 ほど の 間隔 で 断続 的 に 燃焼 室 に 送ら れ 
ます 。 こ の 方 式 で あれ ば 、 推 進 薬 を 高圧 で 貯蔵 し 
て お か な く て も 燃焼 室 で は 高圧 燃焼 が 可能 で す 。 
推進 薬 に は 、 毒性 が 低い 過 酸 化 水素 水 や プロ ピン 
が 使わ れ ま す 。「 低 毒 ・ 低 圧 で あり な が ら 高 性 能 な 
エン ジン を 実現 する と いう 点 で 、 非常 に 新しい 試 
み で す ] 


人 工 衛星 開発 の ハー ドル を 下げ 
宇宙 を も っ と 身近 に 

「PulCheR」 の 開発 は 、 ヨ ー ロ ッ パ を 中 心 に 
し た 国際 プロ ジェ クト で 、JAXA は この 新 シ ス 
テム の より よい 活用 方 法 や 運用 上 の 課題 、 将 来 
の 可能 性 の 検討 を 中 心 に 、 各 国 機関 と 連携 し て 
研究 開発 を 進め て いま す 。 「 各 国 で の ミー ティ 
ング に も 参加 し て いま す 。 お 国柄 の 違い も あり 
ます が 、 そ れ を 乗り 越え る の は 、 苦労 だ け で な 
く こ の プロ ジェ クト の 楽し さ で も あり ます ね ] 

ヨー ロッ パ で は 今 、 衛 星 推進 シス テム 低 毒 化 
の ニー ズ が 高まっ て お り 、 こ れ は 世界 的 な 傾向 
で も あり ます 。 作業 の 安全 性 や 効率 、 衛 星 の 軽 
量化 な ど に 寄与 する PulCheR は 、 近 い 将 来 に 
世界 の 宇宙 開発 で 標準 に こ な り うる 技術 な の で 
す 。 さら に 安全 で 簡便 に 作れ る と いう 利点 か 
ら 、 衛 星 の 開 発 や 製造 の ハー ドル も 下がる で し 
ょ う 。 「 小 型 衛星 な ど に 積む な ど 、 多 方 面 で 活 
用 し て 欲し い 。 PulCheR は 、 宇 宙 を も っ と 身近 
に する 技術 だ と 思い ます ] 

現在 は 、3 年 計画 の 最終 段階 。 コ ン ポ ー ネ ン 
ト ご と の 試験 か ら 全 体 を 組み 合わ せ て の 実証 試 
験 段階 に は し か か っ て いま す 。 


リ キ ュ ユ ア 


低 毒 ・ 低 圧 の 推進 シス テム 


現在 の 人 工 衛 星 に 使わ れ て いる 推進 シス テム に は 、 い くつ 
か の 難点 が あり ます が 、 
問題 を 一 掃 する 新しい シス テム 。 

昆虫 の 習性 に も 似 た し くみ の 画 期 的 な この 技術 の 開発 に 、 
国際 協力 で 取り 組ん で いま す 。 


「PulCheR( プ リキ ュ ア )」 は その 


取材 : 山 村 紳 一 郎 ( サ イエ ンス ライ ター) 


バル ブ の 高速 開閉 
に より 1 パル ス 分 の 
燃料 を 燃焼 室 に 
送り 込む 


2 


燃焼 or 自己 分 解 反応 
に より 燃焼 室内 圧力 が 
パル ス 的 に 急上昇 


hh、 
ノズル か ら ガ ス 噴 射 
hh、 


1 秒間 に 10 一 30 回 
、 程度 の 早 さ で 
繰り 返し 噴射 


バル ブ を 高速 開閉 させ て 燃料 を 1 パル ス 分 だ け 
燃焼 室 に 送り 込む 。 燃料 の プロ ピン は 、 これ ま 
で 推進 剤 と し て は 注目 され て いな か っ た 物質 。 
パル ス 推 進 が 可能 な 反応 性 と 、 低圧 (5 気圧 
程度 ) で 液化 し 貯蔵 で きる 特徴 を 持つ 。 


燃焼 試験 用 エン ジン 


ーー 
世界 初 ! 低 ソ ニッ ク ブ ー ム 設計 の 
超 音速 試験 機 の 飛行 成功 


ソニ ッ ク ブ ー ム 設計 概念 実証 プロ ジェ ク 
ト 第 2 フェ ー ズ 試験 (D-SEND#2) の 飛 
行 試験 が 、 ス ウェ ー デ ン ・ エ スレ ンジ 実験 場 に お 
いて 、 現 地 時 間 7 月 24 日 に 実施 され まし た 。 この 
試験 に お いて 、 超 音速 試験 機 が 上 空 を 超 音 速 
飛行 し 、 試 験 機 か ら 発生 し た ソニ ッ ク ブ ー ム を 計 
測 さ れ て いる こと が 確認 され まし た 。 
ソニ ッ ク ブ ー ム と は 、 超 音速 飛行 時 の 機体 か ら 
発せ られ る 衝撃 波 が 結合 し て 、 落 雷 に 似 た 爆音 
を 発生 させ る 現象 の こと で す 。 機体 の 先端 ・ 後 
端 共 に 「 低 ソニ ッ ク ブ ー ム 設計 概念 」 を 適用 し た 
処 空 機 形状 の 試験 機 に よる 、 超 音速 飛行 及び 
ソニ ッ ク ブ ー ム 計測 の 成功 は 世界 初 と な り ます 。 
JAXA の D-SEND プ ロジ ェクト は 、 次 世代 超 
音速 旅客 機 を 実現 する た め の 最 重要 課題 の 
1 つと 言わ れる 、 ソ ニッ ク ブ ー ム を 低減 する た め 
の 、 独 自 の 「 低 ソニ ッ ク ブ ー ム 設計 概念 」 の 実 
証 を 目的 と し て いま す 。 今後 は この 試験 で 得 た 
成果 を 詳細 に 解析 し 、 ソ ニッ ク ブ ー ム の 国際 基 
準 検討 に 貢献 可能 な 技術 や デー タ を 提供 し て 
いき ます 。 


金井 飛行 士 
国際 宇宙 ステ ーション (ISS) へ 


AXA は 、 金 井 宣 茂 宇宙 飛行 士 
J 肌 、ISS 第 54 次 /55 次 の 長期 
PE 決定 し まし た 。 
2017 年 11 月 頃 に ロシア の ソユーズ 宇 
宙 船 で 打ち 上 げ ら れ 、1SS に は 約 6 ヶ 
月 間 の 滞在 が 予定 され て いま す 。 金井 
宇宙 飛行 士 は 、 今 回 の 長期 滞在 が 初 
め て の 宇宙 飛行 と な り 、 滞 在 中 は 、 フ ラ 


私 た ち ビ ー・ シ ー・ シ ー は 

宇宙 航空 研究 開発 機構 (JAXA) の 
普及 啓蒙 活動 の 一 助 と し て 

宇宙 グッ ズ の 開発 、 製 造 販売 を 


し て お り ま す 。 0 0 
イト エン ジニ ア と し て ISS の 運用 や 宇宙 環境 を 利用 し た 科学 実験 な ど 

子ども た ち が 宇 宙 や 科学 に を 担当 する 予定 で す 。 

夢 や 興味 を 抱く きっ か け づ くり に 


宇宙 グッ ズ を 活か し て み ま せ ん か ? 
企業 プロ モー ショ ン や 、 

売り 場 活性 化 に お 役立ち に な る 
宇宙 グッ ズ を ご 提供 いた し ます 上! 


第 航 研 究 開 人 (IAXAO は 、 宇宙 活動 を 応援 し てく だ きる 皆様 の お 気持 
ち も を 研究 開発 に 生か し 、 社会 に 貢献 に て いき ます 。 ご 寄附 は イン ター ネ 小 等 か ら 簡 単 
に 行っ て いた だ け ま す 。 
http://www.jaxa.jp/about/donations/index_j.html 
脅 お 問合せ 先 JAXA 寄 附 金 担 当 050-3362-6700 

(受付 時 間 9:30<12:15、13:00~17:45) 


」 ご 自宅 や 職場 な ど 、 ご 指定 の 場所 へ TTAXAS」 を 配送 し ます 。 本 サー ビス 
| ご 利用 に は 、 配 送 に 要する 実費 を ご 負担 いた だ く こ と に な り ま す 。 


紀和 拉 届き 1 1 < 8 費 を 、 
スム 、 っ et ! 詳 (K は 下記 ウェ ブサ イト を ご 覧 くだ さい 。 
株 式 会 社 ビー・ シ ー・ シ ー i http:// jp/ 
〒105-6114 東京 都 港 区 浜松 町 2-4-1 世界 貿易 セン ター ビル 14 階 K D77WWW.JaXdS.JD 2 
串 http://spacegoods.net リリ イク ル 湯 ⑳ 


この 印刷 物 は 、 印 刷 用 の 紙 へ 


「 I 選 VEGE7AB7 
リサ イク ル で きま す 。 区 パ ルプ 本 人 80 再生 を 使用 9 MK 


軸 芝 広報 部 〒101-8008 東京 都 千 代田 区 神田 駿河 台 4-6 JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://www.jaxa.jp/ 

前 時 2E/ 友 委 n 甘 ッッ ニャ ンー 還 ッ 月 有 本 

宇宙 航空 研究 開発 機構 御茶ノ水 ソラ シテ ィ メー ル サ ー ビ ス http://fanfun.jaxa.jp/media/mail/ 
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